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まえがき

この規格は，技術委員会の審議を経て，改正した社団法人日本配電制御システム工業会規格である。これに

よって JSIA 118：2000は改正され，この規格に置き換えられた。

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，技術的性能をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用

新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。社団法人日本配電制御システム工業会は，この

ような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新案登録出願に

かかわる確認について，責任をもたない。
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日本配電制御システム工業会規格

JSIA 

118-1：2010

配電盤類の電気用図記号

第１部：図記号と文字記号

序文  

この規格は，JIS C 0617の中から配電盤・制御盤・分電盤及び監視盤類（以下配電盤類という）の図面に使用

される電気用図記号を抜粋し集約・統一し，配電盤類の図面の合理化（コンピュータ等）を目的とした規格で

ある。

1 適用範囲

この規格は，電気用図記号を用いて作成する図面のうち，配電盤類の図面に使用する図記号について規定す

る。

2   引用規格   

この規格は，次に掲げる規格の一部を引用している。

JIS C 0617シリーズ

JIS C 0303 

JIS C 1082シリーズ

JEM 1090

JEM 1115

：電気用図記号（Graphical symbols for diagrams）
：構内電気設備の配線用図記号

：電気技術文書

：制御器具番号

：配電盤・制御盤・制御装置の用語及び文字記号

         

3 用語及び定義

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。

なお，この規格の中で，図記号化されたデバイス及び概念の名称は，可能な限り JIS C 0617で使用されてい

るものと一致させている。

3.1 図記号 

品目又は概念を示すために図表や他の文書で慣例的に使用されている図形，符号又は文字。

3.2 図記号要素

デバイス又は概念を表示する図記号を完成させるために他の図形と組み合わせる必要があり，意味が定義付

けされている単なる図形。

3.3 一般図記号

品目のグループ全体に共通でそのグループの特徴を表す一般的には単純な図記号。

3.4 限定図記号

追加情報を表示するために他の図記号に追加される図記号。
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3.5 機能に関する図記号

複数の品目の組立品を表して，この組立品の機能を表示することを目的としている簡単な図記号で，すべて

の品目の詳細を示さないで，しかもすべての接続に考慮を払っているもの。

注記 機能に関する図記号は，通常，単線図表示を行う図表で使用される。この図記号は，すべての入力及

び出力の接続を示す図表で使用してもよい。

3.6 コンピュータ支援製図システム

図記号，単線図等を，コンピュータを使用して容易に作図できるようにするための方法。

4 概説

4.1 図記号の表示

この規格に示す図記号は，理解しやすい大きさで描かれているが，お互いの図記号に関して適切な大きさに

するように考慮してある。特にコンピュータ支援製図システムを使用して図面を作成する場合，図記号間のバ

ランス，文字記号及びデバイス番号のスペース等を考慮しなければならない。これらを踏まえて JIS C 0617で

の図記号の大きさを一部変更して規定した。

4.2 図記号の番号付け

この規格の中で JIS C 0617図記号には通し番号がつけられている。次に番号の構成について示す。

一第 1のグループ（2けたの数字）は，JIS C 0617の部の番号。

一第 2のグループ（2けたの数字又は 1文字と 1けたの数字）は，JIS C 0617の項の番号。

一第 3のグループ（2けたの数字）は，該当する項番号中の図記号番号。

この 3グループの各々は，ハイフンで区切られている。

 

 

 

 

 

 

図 1－図記号の番号付け 

4.3 図記号の使用方法 

図記号の使用方法について次に示す。

a） 図記号要素，限定図記号及び一般図記号のリストのうち，組み合わせ図記号の例示数は，わずかである。

この規格に見当たらない場合は，この規格に公表されている図記号を適切に組み合わせて，必要な図記号

を作成することが望ましい。

b） 複数の図記号の大きさを互いの図記号に関して適切な大きさに変更して特定の図表又は用途の状況に合わ

せて使用してよい。例えば，異なる大きさの図記号が電源変圧器（Ｔ）及び計器用変圧器（ＶＴ）に頻繁

に使用されている。

c） 図記号は，回転させたり，反転させたりしてもよい。ただし，図記号の意味が変更されない場合に限る。

d） 図記号を縮小又は拡大する場合は，寸法比率を維持することが望ましい。

e） 導体の図記号には太さが異なる線を使用してもよい。

f） 大部分の図記号に補助的な情報を追加してもよい。

13－02－05 

第 13部 

第 2 項 

図記号5 

例１ 02－A1－01 

第 2部

附属書A第1項

図記号1

例２
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4.4 図記号の回転 

JIS C 0617に示された電気用図記号には，原則として縦書きのものは上方，横書きのものは左側が電源又は正

極，下方若しくは右側が負荷あるいは負極と想定して例示されている。この規格を使用する際，特に開閉機能

をもつ器具・装置で，その配置上から図記号の方向性を変換して使用する場合は次の方法による。

a） 電源又は正極が，上方又は左側にあるとき。

1） 縦書きの図記号を横書きに変換するときは，図記号の上方を軸に反時計方向に 90°回転させる。

2） 横書きの図記号を縦書きに変換するときは，図記号の左側を軸に時計方向に 90°回転させる。

b） 電源又は正極が，下方又は右側にあるとき。

1） 縦書きのときは，図記号の下方を中心に垂直（Ｚ）軸を通って縦（Ｙ）軸上に 180°反転（裏返し）させ

る。

2） 横書きのときは，図記号の左側を中心に垂直（Ｚ）軸を通って縦（Ｘ）軸上に 180°反転（裏返し）させ

る。

なお，図 2の図示例は，図記号の方向性について説明したもので，図記号には矢印・座標軸等の表示は含れ

ていない。また，図中の  は，電源（正極）の印加される方向を示す。

4.5 機械器具の鉄台及び鉄箱の接地

電気設備技術基準の解釈 第 29条 に定める機械器具の鉄台及び鉄箱の接地線引き出しについては，次の方法

で図示するのがよい。

a） 静止機器･回転機などのように図形から外枠の輪郭が読みとれるものは，その輪郭から引き出す。

b） 開閉装置など外枠の輪郭が読みとりにくいものは，図記号の周囲を一点鎖線（境界を表す）で囲み，その

輪郭線から接地線を引き出す。

c） 接地線引き出し点は，他の電気回路接続点と区別するため小黒丸点（・）を付ける。

軸中心

横(Ｘ)軸

縦(Ｙ)軸

90°
横(Ｘ)軸

縦(Ｙ)軸

軸中心

垂直(Ｚ)軸

180°

180°

図 2－縦書き・横書き変換の図示例
a）電源又は正極が上方又は左側にあるとき b）電源又は正極が下方又は右側にあるとき

ET 

Wh

VT 
CT VCT VCB 

EA ED

a）輪郭が明瞭な場合の例 b）輪郭が不明瞭な場合の例

図 3－機械機具の鉄台及び鉄箱の接地の図示例 

c） c） c） c）
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5 図記号のコンピュータ支援製図システムの適用

この規格で定める図記号は，コンピュータ支援製図システムで容易に使用できるようにするために，次のこ

とが行われている。

― すべての図記号は，基準寸法がＭ であるグリッド上で使用できるように設計されている。この規格で使

用している基準寸法は，2.5ｍｍであるが，これは強制的な規定ではない。

― 図記号の関連線は，グリッドの線と一致させてあり，その端は，グリッド線の交点になっている。

― 長方形の辺及び円の直径は，2Ｍ 倍数になっている。小さい図記号では，1.5Ｍ，1Ｍ 及び 0.5Ｍ，と等し

い寸法も使用している。

― ISO 3098-1に定める要求事項を満足するために，文字高さが2.5ｍｍ以上の場合に，関連線の間隔を2Ｍ 以

上にしてある。

コンピュータ支援製図システムでの他の要求事項は，各々の図記号の基準点が，グリッドの交点に位置して

いなければならない。

この基準点が位置すべき箇所を正確に定めた一般的規定がないが，透明なオーバレイを使用すれば，適切な

箇所の選択が容易になる。

6   配電盤類の電気用図記号と文字記号

次表に示す JSIA 118‐1電気用図記号の大きさに関しては拘束するものではない。使用に際しては適切な大き

さに変更して図表又は用途に合わせてもよい。

なお，本図記号中のグリッドは，編集の都合により縮小してあるので注意されたい。
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配電盤類の電気用図記号

第１部：図記号と文字記号

解説

この解説は，本体に規定・記載した事柄，並びにこれらに関連した事柄を説明するもので，規格の一部では

ない。

1   制定の趣旨及び経緯 

各国の規格・基準の国際的整合化と透明性の確保は貿易上の技術的障害を除去又は低減し，世界的な貿易の

自由化と拡大のためには必要不可欠である。このため，我が国においてもＷＴＯ（世界貿易機構）／ＴＢＴ協

定（貿易の技術的障害に関する協定）に加盟・締結し，国内規格が非関税障壁とならないように JIS規格を国際

規格との整合化を図ることになった。配電盤類にあっても，近年の急激な技術的革新に伴い，殊に既製の図記

号や文字記号だけでは表現できない新しい種類の器具・装置を組み込むことも多くなってきた。更に，CAD化
が進むにつれ，図記号の切換時期や新規の図記号・文字記号の補充を各社の自主性に委ねておくことは，後々

これらの統一に煩わしい問題になることが懸念された。

これらを考慮し，配電盤類の設計に常用される主な電気用図記号と文字記号について統一して採用，使用す

ることを考慮し 1993年にJJSIA T005（配電盤類の電気用図記号と文字記号）を制定した。 

参考として，我が国の電気用図記号のあゆみを記しておく。

1949年

1951年

1952年

1975年

1982年

1990年

1993年

1999年

2000年

6月

9月

4月

11月

2月

3月

10月

11月

12月

JES電気 0301（一般電気用シンボル）の制定

JIS C 0302（電気通信用シンボル）の制定

JlS C 0301（電気用図記号）の制定 （JIS C 0302と統合した。）

JIS C 0301（電気用図記号）の第 1回改正

JIS C 0301（電気用図記号）の第 2回改正〔JEC60617の 1部分を取り込み系列 1

（IEC系列）と系列 2（わが国独自の図記号）の表示がなされた。〕

JlS C 0301（電気用図記号）の第 3回改正

JSIA T005（配電盤類電気用図記号と文字記号）の制定

JlS C 0617（電気用図記号）シリーズの制定 〔IEC60617シリーズの整合性を高め

て系列 1（ IEC系列）に一本化した。〕（JlSC0301:1990年版は廃止された。）

JSIA 118（配電盤類電気用図記号と文字記号）（JSIA T005:1993は廃止された）

今回は，当該規格に引用又は関連した規格類が制定以降変更されたほか，国土交通省大臣官房官庁営繕部 監

修“ 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）” の改定計画を受け，工業会としてもこの改正と連動したほう
が好ましいとの考えから，規格として第 1回目の改正を行ったものである。

1.1 過去の改正履歴

a）1993年 10月制定

技術資料 JSIA T005（配電盤類電気用図記号と文字記号）として制定された。

b）2000年 12月制定

規格 JSIA 118（配電盤類電気用図記号と文字記号）として，新たに制定した。なお，技術資料 JSIA T005か

らの主な改正点は，次のとおりである。
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解  ２ 

1)  制定に対する基本的な考え方は，JIS C 0617を基本にし，関連規格を引用しながら下記の項目を主眼に勘

案し制定した。

―   利便性を考えて JIS C 0301での（系列 2）を参考として記載した。

―   コンピュータ支援製図システム（CAD）を強く意識し，図記号の大きさを決めた。
―   JIS C 0401が廃止となり，新たに JIS C 1082が発行されたが，我々が多用してきた文字記号及びデバ

イス番号が記載されていなので JEM規格等から採用することとした。

―   JEM規格の“ 制御器具番号” を併記することにより利便性を高めた。
―   JIS C 0617に記載されていない器具に関しては，JIS C 0303又は JIS C 0617の基本記号と限定記号等を

組み合わせて作成した。ただし，特殊なものに関しては今まで慣例的に使用されている図記号を採用す

ることにした。

― 主に高圧回路で使用されるものの中で，器具アースが必要とおもわれる図記号には外枠の輪郭線（一

点鎖線）を追加した。ただし，単線結線図に器具アースを記載しないときの枠線は不要とする。

―   参考として英文名を示した。ただし，使用に際しては参考文献等を参照されたい。

2) 複線図用図記号は，規定しなかった。

c）今回（第 1回）の主な改正点 

1） JSIA 100規格票の様式に整合した。

2） 引用している JIS，JEM規格等の最新版に，可能な限り整合した。

3) 複線図用図記号を，例として記載した。

4) 属性の記載位置を，JIS C 1082シリーズを意識し，左側に記載した。

5） 国土交通省大臣官房庁営繕部監修“ 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）”（以下、公共標準図と
いう。）の内容を可能な限り採用した。

6)  JSIA 118に添付されていた高圧受電設備の接続図例，動力制御盤の接続図例及び分電盤の接続図例は，

今回記載しなかった。これらは，新たに発行する JSIA118-2（電気用図記号と文字記号第 2部：図記号
と回路図）に記載する予定である。

2 各構成要素の内容 

配電盤類の電気用図記号と文字記号 JIS C 0617の図記号を見直した主な内容を次に列記する。

1) 断路器

手動操作リンク機構付及びヒューズ付電動機操作を追加した。

2)  限流ヒューズ

断路形と固定形に分け，規定した。

3)  高圧負荷開閉器

ヒューズ付電動機操作を追加した。

4)  高圧カットアウト 

ヒューズ無を追加した。

5） 避雷器

JEM 1115においては SARとなっているので，倣ったらとの意見もあったが，まだ現行のＬＡが広く使
用されているとの意見から，現行通りとし，括弧にて SARとし，注意を促すこととした。

6） サージ防護デバイス

新たに規定化した。図記号については公共標準図に整合させてはとの意見もでたが，大半の意見が避雷器

の図記号と同じものを使用しているとの意見が多く，今回は公共標準図との整合は図らなかった。
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7） 変流器 

高圧と低圧に分け規定化した。他の高圧用機器も同様であるが，接地線の引き出しを容易にするため高

圧用変流器の外枠の輪郭を明確にしたものである。なお，接地を取る必要がないものにおいては，外枠

の輪郭を外しても，問題ないと考える。

8) 零相変流器

実際の零相変流器には試験用端子付きもあり，高圧，低圧を分けて定めた。また，高圧用に関しては貫

通本数を記入してあるが，必要に応じかえる必要があり，低圧用においても貫通本数を表記したい場合

は表記しても問題はないと考える。

9) 計器用変圧器

ヒューズ無を追加した。

10) コンデンサ形計器用変圧器

新たに，追加した。なお，図記号は公共標準図と同様とし，文字記号は JEM 1115に合わせCVTとした。

11）零相計器用変圧器

名称を零相電圧検出装置より，零相計器用変圧器に変更し，文字記号を ZPDより ZVTと変更した。
なお，文字記号は今回 JEM 1115を参考としたが，公共標準図においてはコンデンサ形零相基準入力装置

（ZPD）となっているので，注意されたい。

12）高圧電磁接触器

ヒューズ付固定形を追加した。

13）高圧電力用コンデンサ

今まで電力用コンデンサの文字記号はＣとしてきたが，公共標準図などを考慮し，高圧電力用コンデン

サはＳＣとし，他のコンデンサはＣとすることとした。

14）可とう導体（フレキシブル接続）

前回まではフレキシブル接続（可とう導体）として，文字記号ＦＢＵ（Flexible connection）と

してきたが，文字記号と英文が合わないとの意見が出た。検討の結果，今回も文字記号はＦＢＵ

（Flexible conductor）とすることとした。なお，この訳は JISC2814‐1附属書を参考とした。
15）配線用遮断器，漏電遮断器（プラグイン端子）

新たに，プラグイン端子の場合の図記号を定めた。なお，分電盤の分岐に使用する場合は問題あるので

はとの意見もあったが，ＣＡＤにて作図するのならば問題ないとの意見もあり，決定した。

16) 双投形電磁接触器

器具番号 88は器具名称，仕様から考慮し，正しくないのではとの意見があり，削除することとした。
17）電磁開閉器

器具番号 49を追加し，52＋49，52＋51とすることとした。

18) 電磁接触器
器具番号に 72（直流遮断器又は接触器）を追加した。

19) 指示計器

― 文字記号を JEM 1115にできるだけ整合させた。

― 零相電流計，高調波計を追加した。

20）記録電力計 

新たに追加した。
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21）電圧計切換スイッチ，電流計切換スイッチ

複線図用は単線図用を使用するのでなく，展開した図記号でなくてよいのかとの意見もあったが，現行

ではほとんどの複線接続図において単線図用切換スイッチを使用しており，また，複線図用にすると回

路構成が複雑になるため，単線図用をそのまま，複線図用に使用することとした。

22) 保護継電器

― 比率差動継電器，過負荷継電器を追加した。

― 熱動継電器において，JISの記載においては、枠の上下に線が出ているが，現状の使用状況を考慮する
と配線は上下だけでなく，左右もありえるとの考えより，JIS規格そのものを採用せず，枠の中に留め
ることとした。線が左右の場合，回転させないで使用できること考慮したものである。

23）継電器コイル 

  コイル部分に文字記号が記載されているが，用途等により，変更して使用して問題はないと考える。 

24) 表示灯

ランプの色を表示する必要がある場合は，JISによる符号とすることとした。

なお，規定がない橙についてはORと定めた。
25) ストライカ付ヒューズ 

新たに追加した。

26）接地端子

接地端子で開閉可能な構造の場合の図記号を，明確にした。

27）接地

接地の種類を表す場合の種別（Ａ種，B種，Ｃ種，Ｄ種）の文字サイズは，アース文字記号Ｅより小さく
することとした。 例：ＥＡ → ＥＡ，ＥB → ＥB，ＥＣ → Ｅc ，ＥＤ → ＥD

28) リモコンブレーカ 

  文字記号を，ＲＭＣＢよりＲＭＣＣＢに変更した。 

29) リモコン漏電ブレーカ 

   文字記号を，ＲＥＬＢよりＲＥＬＣＢに変更した。

3  電気用図記号の方向性

電気用図記号では，原則として電源又は正極が，上方又は左側にあることを想定して規定されている。接点

記号など開閉機能をもつものについて，旧図記号は上下左右が対称のものが多かったが，IEC 図記号では非対

称形のものが多く規定されている。

その結果，わが国特有のことであるが，電気器具・装置を上下左右に配列し，それを回路図に表現するとき

電気用図記号の方向性について疑問が生ずるところとなった。

従来から当該規格では縦書き図形又は横書き図形の一例を示しただけで，特に図形の方向性については定か

ではなかった。にもかかわらず，実際には多くの図形が縦書きから横書き，或いは横書きから縦書きへ方向性

を変換して使用されてきた。ここには，使用する側にある種の不文律的規則性が成立していたものと考えられ

る。そこで，この規格では図記号の方向性を変換する場合の基準について明確にした。

なお，JIS C 0617に規定する接点記号のうち，ブレーク・メーク接点（ｃ接点）は旧図記号シーケンス制御用

展開接続図での使用の際，回路順の都合で規定図形の方向にとらわれず習慣的にかなり自由に使用してきた。

そこで，この規格では反転した形状も使用できることとした。
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接点基本図記号については，シーケンス制御用展開接続図が縦書きの場合，電源又は正極の方向が原則とし

て上方，横書きの場合は左側に限定されているので，特に問題はないと思われる。

最後に，資料１及び資料２として文字記号（JEM 1115:2003より）及び制御器具番号（JEM 1090：2008）を記載

しておく。 

解説図 1A－新図記号の方向性 
（開閉器類の例）

基本図形

注記 1 この図示例は，図記号の方向性について説明した

もので，図記号には矢印・一点鎖線の囲みは含ま

れていない。

注記 2 図中の  は，電源（正極）の印加される方向を

示す。

－メーク接点－
（ａ接点）

－ブレーク接点－
（ｂ接点）

－ブレーク・メーク接点－
（C接点）

解説図 1B－新図記号の方向性 
（継電器接点の例）

注記 1 この図示例は，図記号の方向性について説明したもので，図記号には矢印・一点鎖線の囲みは含まれていない。

注記 2 図中の  は，電源（正極）の印加される方向を示す。
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資料1 文字記号 

 

この文字記号は，配電盤・制御盤・制御装置の用語と文字記号（JEM 1115:2003）から配電盤類に関する主な

文字記号を抜粋したものである。なお，文字記号の内，括弧に括られているものは省略した。 
 

整理 

番号 
文字記号 用  語 

整理 

番号 
文字記号 用  語 

整理

番号
文字記号 用  語 

3005 ＡＭ 電流計 6002 Ｓ スイッチ 
6069 

ＲＲＹ 

ＲＳＷ 

リモコンリレー 

リモコンスイッチ 3006 ＭＤＡＭ 最大需要電流計 6003 ＫＳ ナイフスイッチ 

3007 ＶＭ 電圧計 6004 ＣＫＳ ｶﾊﾞｰ付きﾅｨﾌｽｲｯﾁ 6073 ＹＤＳ スターデルタ始動器 

3008 ＶＯＭ 零相電圧計 6005 ＤＳ 断路器 6093 Ｒ 抵抗器 

3009 ＡＯＭ 零相電流計 6006 ＬＢＳ 負荷開閉器 6095 ＶＲ 可変抵抗器 

3010 ＷＭ 電力計 6007 Ｆ ヒューズ 6101 ＤＣ 放電コイル 

3011 ＭＤＷＭ 最大需要電力計 6008 ＰＲＯＦ プロテクタヒューズ 6104 ＣＣ 投入コイル 

3012 ＷＨＭ 電力量計 6010 ＥＦ 包装ヒューズ 6105 ＨＣ 保持コイル 

3013 ＶＡＲＭ 無効電力計 6011 ＰＦ 電力ヒューズ 6106 ＴＣ 引外しコイル 

3014 ＶＡＲＨＭ 無効電力量計 6012 ＦＤＳ 断路形ヒューズ 6107 ＳＴＣ 電圧引外しコイル 

3016 ＰＦＭ 力率計 6013 ＰＣ 高圧カットァウト 6108 ＯＴＣ 過電流引外しコイル 

3017 ＲＦＭ 無効率計 6015 ＡＢＳ 気中開閉器 6109 ＵＶＣ 不足電圧引外しｺｲﾙ 

3018 ＦＭ 周波数計 6016 ＯＳ 油開閉器 6110 ＣＴＤ ｺﾝﾃﾞﾝｻ引外し電源装置 

3032 ＨＭ 時間計 6017 ＰＡＳ 柱上気中開閉器 6111 ＳＬ 表示灯 

3036 ＴＤ 変換器 6018 ＶＣＳ 真空開閉器 6114 ＦＬ 蛍光灯 

3042 ＳＨ 分流器 6019 ＰＶＳ 柱上真空開閉器 6116 ＦＩ 故障表示器 

3044 ＭＬＴ 倍率器 6020 ＧＳ ガス開閉器 6121 ＢＬ ベル 

4008 ＶＲ 電圧継電器 6021 ＰＧＳ 柱上ガス開閉器 6122 ＢＺ ブザー 

4009 ＣＲ 電流継電器 6022 ＣＢ 遮断器 6129 Ｈ ヒータ 

4011 ＲＰＲ 逆電力継電器 6023 ＯＣＢ 油遮断器 6130 ＳＨ スペースヒータ 

4013 ＦＲ 周波数継電器 6024 ＡＢＢ 空気遮断器 6131 ＲＴ リモコントランス 

4021 Ｏ□Ｒ 過□継電器 6025 ＭＢＢ 磁気遮断器 6132 ＦＡＮ 換気扇 

4022 ＤＯＣＲ 方向過電流継電器 6026 ＡＣＢ 気中遮断器 7029 ＩＭ 誘導電動機 

4024 Ｕ□Ｒ 不足口口継電器 6027 ＧＣＢ ガス遮断器 7031 Ｇ/Ｍ 発電電動機 

4026 ＯＵ□Ｒ 過不足□□継電器 6028 ＶＣＢ 真空遮断器 7044 Ｔ 変圧器 

4030 ＳＲ 短絡継電器 6032 ＭＣＣＢ 配線用遮断器 7056 ＶＴ 計器用変圧器 

4031 ＤＳＲ 短絡方向継電器 6033 ＥＬＣＢ 漏電遮断器 7057 ＥＶＴ 接地形計器用変圧器 

4032 ＧＲ 地絡継電器 6034 ＣＢＥ 機器保護用遮断器 7058 ＣＶＴ ｺﾝﾃﾞﾝｻ形計器用変圧器

4033 ＯＣＧＲ 地絡過電流継電器 6037 ＭＣ 電磁接触器 7062 ＺＶＴ 零相計器用変圧器 

4034 ＯＶＧＲ 地絡過電圧継電器 6038 ＶＭＣ 真空電磁接触器 7063 ＣＴ 変流器 

4035 ＤＧＲ 地絡方向継電器 6039 ＡＭＣ 気中電磁接触器 7066 ＺＣＴ 零相変流器 

4046 ＯＰＲ 欠相継電器 6040 ＧＭＣ ガス電磁接触器 7068 ＶＣＴ 計器用変圧変流器 

4047 ＲＰＨＲ 反相継電器 6041 ＭＳ 電磁開閉器 7071 ＲＦ 整流器 

4048 ２ＥＲ 過負荷･欠相継電器 6043 ＣＳ 制御用操作スイッチ 7073 ＩＮＶ インバータ 

4049 ３ＥＲ 
過負荷・欠相・反相 

継電器 

6047 ＢＳ ボタンスイッチ 7081 ＳＲＸ 直列リアクトル 

6053 ＣＯＳ 切換スイッチ 7084 ＣＬＲ 限流抵抗器 

4054 ＴＨＲ 熱動継電器 6054 ＡＳ 電流計切換スイッチ 7087 ＳＡＲ 避雷器 

4056 ＤＦＲ 差動継電器 6055 ＶＳ 電圧計切換スィッチ 7091 ＳＣ 電力用コンデンサ 

4057 ＰＤＦＲ 比率差動継電器 6059 ＬＳ リミットスイッチ 8006 ＣＯＮ コンセント 

4071 ＡＸＲ 補助継電器 6060 ＦＬＴＳ フロートスイッチ 8012 ＴＢ 端子台 

4075 ＴＬＲ 限時継電器 6061 ＬＶＳ レベルスイッチ 8013 ＴＴ 試験用端子 

4076 ＴＤＲ 時延継電器 6063 ＰＨＯＳ 光電スイッチ 8014 ＶＴＴ 電圧試験用端子 

4080 ＦＣＲ フリッカ継電器 6064 ＴＳ トルクスイッチ 8015 ＣＴＴ 電流試験用端子 

4081 ＫＲ キープ継電器 6065 ＰＲＳ 圧力スイッチ 8016 ＥＴ 接地端子 

4082 ＡＬＴＲ 交互継電器 6066 ＳＰＳ 速度スイッチ 8017 ＢＤ バスダクト 

4083 ＥＬＲ 漏電継電器 6067 ＴＨＳ 温度スイッチ 8018 ＣＨ ケーブルヘッド 

4085 ＳＴＲ 始動継電器 6068 ＦＬＳ 流量スイッチ 8025 ＮＳ ニュートラルスイッチ 
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資料２ 制御器具番号 

 

この制御器具番号は，制御器具番号（JEM 1090：2008）から，基本器具番号を抜粋したものである。

基本器具番号 器 具 名 称 説  明

 1 主幹制御器又はスイッチ 主要機器の始動・停止を開始する器具

 2 始動若しくは閉路限時継電器又は始動

若しくは閉路遅延継電器

始動若しくは閉路開始前の時刻設定を行う継電器又は始動若しくは閉路開始

前に時間の余裕を与える継電器

 3 操作スイッチ 機器を操作するスイッチ

 4 主制御回路用制御器又は継電器 主制御回路の開閉を行う器具

 5 停止スイッチ又は継電器 機器を停止する器具

 6 始動遮断器，スイッチ，接触器又は継電器 機器をその始動回路に接続する器具

 7 調整スイッチ 機器を調整するスイッチ

 8 制御電源スイッチ 制御電源を開閉するスイッチ

 9 界磁転極スイッチ，接触器又は継電器 界磁電流の方向を反対にする器具

10 順序スイッチ又はプログラム制御器 機器の始動又は停止の順序を定める器具

11 試験スイッチ又は継電器 機器の動作を試験する器具

12 過速度スイッチ又は継電器 過速度で動作する器具

13 同期速度スイッチ又は継電器 同期速度又は同期速度付近で動作する器具

14 低速度スイッチ又は継電器 低速度で動作する器具

15 速度調整装置 回転機の速度を調整する装置

16 表示線監視継電器 表示線の故障を検出する継電器

17 表示線継電器 表示線継電方式に用いることを目的とする継電器

18 加速若しくは減速接触器又は加速

若しくは減速継電器

加速又は減速が予定値になったとき，次の段階に進める器具

19 始動，運転切換接触器又は継電器 機器を始動から運転に切り換える器具

20 補機弁 補機の主要弁

21 主機弁 主機の主要弁

22 漏電遮断器，接触器又は継電器 漏電が生じたとき，動作又は交流回路を遮断する器具

23 温度調整装置又は継電器 温度を一定の範囲に保つ器具

24 タップ切換装置 電気機器のタップを切り換える装置

25 同期検出装置 交流回路の同期を検出する装置

26 静止器温度スイッチ又は継電器 変圧器，変流器などの温度が予定値以上又は以下になったとき動作する器具

27 交流不足電圧継電器 交流電圧が不足したとき動作する継電器

28 警報装置 警報を出すとき動作する装置

29 消火装置 消火を目的として動作する装置

30 機器の状態又は故障表示装置 機器の動作状態又は故障を表示する装置

31 界磁変更遮断器，スイッチ，接触器又は継電器 界磁回路及び励磁の大きさを変更する器具

32 直流逆流継電器 直流が逆に流れたとき動作する継電器

33 位置検出スイッチ又は装置 位置と関連して開閉する器具

34 電動順序制御器 始動又は停止動作中主要装置の動作順序を定める制御器

35 ブラシ操作装置又はスリップリング短絡装置 ブラシを昇降若しくは移動する装置又はスリップリングを短絡する装置

36 極性継電器 極性によって動作する継電器

37 不足電流継電器 電流が不足したとき動作する継電器

38 軸受温度スイッチ又は継電器 軸受けの温度が予定値以上又は予定値以下となったとき動作する器具

39 機械的異常監視装置又は検出スイッチ 機器の機械的異常を監視又は検出する器具

40 界磁電流継電器又は界磁喪失継電器 界磁電流の有無によって動作する継電器又は界磁喪失を検出する継電器

41 界磁遮断器，スイッチ又は接触器 機械に励磁を与え又はこれを除く器具

42 運転遮断器，スイッチ又は接触器 機械をその運転回転に接続する器具

43 制御回路切換スイッチ，接触器又は継電器 自動から手動に移すなどのように制御回路を切り換える器具

44 距離継電器 短絡又は地絡故障点までの距離によって動作する継電器

45 直流過電圧継電器 直流の過電圧で動作する継電器

46 逆相又は相不平衡電流継電器 逆相又は相不平衡電流で動作する継電器

47 欠相又は逆相電圧継電器 欠相又は逆相電圧のとき動作する継電器
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48 渋滞検出継電器 規定の時間以内に所定の動作が行われないとき動作する継電器

49 回転温度スイッチ若しくは継電器又は

過負荷継電器

回転機の温度が予定値以上若しくは以下となったとき動作する器具又は機器

が過負荷となったとき動作する器具

50 短絡選択継電器又は地絡選択継電器 短絡又は地絡回路を選択する継電器

51 交流過電流継電器又は地絡過電流継電器 交流の過電流又は地絡過電流で動作する継電器

52 交流遮断器又は接触器 交流回路を遮断・開閉する器具

53 励磁継電器又は励弧継電器 励磁又は励弧の予定状態で動作する継電器

54 高速度遮断器 直流回路を高速度で遮断する器具

55 自動力率調整器又は力率継電器 力率をある範囲に調整する調整器又は予定力率で動作する継電器

56 すべり検出器又は脱調継電器 予定のすべりで動作する検出器又は同期外れを検出する継電器

57 自動電流調整器又は電流継電器 電流をある範囲に調整する調整器又は予定電流で動作する継電器

58 （予備番号） ―

59 交流過電圧継電器 交流の過電圧で動作する継電器

60 自動電圧平衡調整器又は電圧平衡継電器 二回路の電圧差をある範囲に保つ調整器又は予定電圧差で動作する継電器

61 自動電流平衡調整器又は電流平衡継電器 二回路の電流差をある範囲に保つ調整器又は予定電流差で動作する継電器

62 停止若しくは開路限時継電器又は停止

若しくは開路遅延継電器

停止若しくは開路前の時刻設定を行う継電器又は停止若しくは開路前に時間

の余裕を与える継電器

63 圧力スイッチ又は継電器 予定の圧力で動作する器具

64 地絡過電圧継電器 地絡を電圧によって検出する継電器

65 調整装置 原動機の速度を調整する装置

66 断続継電器 予定の周期で接点を反復開閉する継電器

67 交流電力方向継電器又は地絡方向継電器 交流回路の電力方向又は地絡方向によって動作する継電器

68 混入検出器 流体の中にほかの物質が混入したことを検出する器具

69 流量スイッチ又は継電器 流体の流れによって動作する器具

70 加減抵抗器 加減する抵抗器

71 整流素子故障検出装置 整流素子の故障を検出する装置

72 直流遮断器又は接触器 直流開路を遮断・開閉する器具

73 短絡用遮断器又は接触器 電流制限抵抗・振動防止抵抗などを短絡する器具

74 調整弁 流体の流量を調整する弁

75 制動装置 機械を制動する装置

76 直流過電流継電器 直流の過電流で動作する継電器

77 負荷調整装置 負荷を調整する装置

78 搬送保護位相比較継電器 被保護区間各端子の電流の位相差を搬送波によって比較する継電器

79 交流再閉路継電器 交流回路の再閉路を制御する継電器

80 直流不足電圧継電器 直流電圧が不足したとき動作する継電器

81 調速機駆動装置 調速機を駆動する装置

82 直流再閉路継電器 直流回路の再閉路を制御する継電器

83 選択スイッチ，接触器又は継電器 ある電源を選択又はある装置の状態を選択する器具

84 電圧継電器 直流又は交流回路の予定電圧で動作する継電器

85 信号継電器 送信又は受信継電器

86 ロックアウト継電器 異常が起こったとき装置の応動を阻止する継電器

87 差動継電器 短絡又は地絡差電流によって動作する継電器

88 補機用遮断器，スイッチ，接触器又は継電器 補機の運転用遮断器，スイッチ，接触器又は継電器

89 断路器又は負荷開閉器 直流若しくは交流回路用断路器又は負荷開閉器

90 自動電圧調整器又は自動電圧調整継電器 電圧をある範囲に調整する器具

91 自動電力調整器又は電力継電器 電力をある範囲に調整する器具又は予定電力で動作する継電器

92 扉又はダンパ 出入口扉，風洞扉など

93 （予備番号） ―

94 引外し自由接触器又は継電器 閉路操作中でも引外し装置の動作は自由にできる器具

95 自動周波数調整器又は周波数継電器 周波数をある範囲に調整する器具又は予定周波数で動作する継電器

96 静止器内部故障検出装置 静止器の内部故障を検出する装置

97 ランナ カプラン水車のランナなど

98 連結装置 二つの装置を連結し動力を伝達する装置

99 自動記録装置 自動オシログラフ，自動動作記録装置，自動故障記録装置，故障点標定器など
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